
〇 消防水利施設設置基準（開発事業に関する技術基準第７条） 

 

この基準は、開発事業に関する技術基準第７条(4)の規定に基づき、消防水利施設の設置基準を

定めるものとする。 

 

１ 防火水槽 

（１）既設の防火水槽については、４０立方メートル以上の常時貯水能力を有するものであること。 
（２）新たに設置する防火水槽については、次のとおりとする。 

ア 開発区域内の専用地（公園用地又は集会施設用地との兼用は可。）に設置し、地下埋設式の有蓋
型とすること。 

イ ４０立方メートル以上の常時貯水能力を有すること。 
ウ 水槽底の深さは、底設ピットの部分を除き、地表面から４．５メートル以内にあること。 
エ 底設ピットは、吸管投入孔のおおむね真下に設け、一辺の長さ又は直径が０．６メートル以上

で、かつ、深さが０．５メートル以上であること。 
オ 吸管投入孔は１箇所以上設けることとし、直径が０．６メートル以上で落下防止付の本市が指定

する蓋を設置すること。 
カ 二次製品防火水槽を設置する場合は、消防庁長官又は消防庁長官が指定する者が認定したもので

あること。 

キ 現場打ち防火水槽を設置する場合は、耐震性を有する構造であること。  

ク 本市が指定する消防水利標識を設置すること。 
ケ 水張り完了後、消防本部の検査を受けること。また、消防本部が必要と認めるときは、中間検

査を受けること。 

コ 完成後、消防本部の検査を受けること。 

サ その他の事項については、消防長（消防本部総務課が窓口）と協議すること。 

 

２ 消火栓 

（１）既設の消火栓については、呼称６５の口径を有するもので１５０ミリメートル以上の配管に取り

付けてあること。ただし、直径１５０ミリメートル以上の配管から配水される管網の形態を有する場

合は、直径１００ミリメートル以上の配管に設けてあること。 

（２）新たに設置する消火栓については、次のとおりとする。 

ア 道路上に設置すること。 
イ 呼称６５の口径を有するもので１５０ミリメートル以上の配管に取り付けること。ただし、直径

１５０ミリメートル以上の配管から配水される管網の形態を有する場合は、直径１００ミリメー
トル以上の配管に設けることができる。 

ウ 蓋は、本市指定のものとすること。 

エ 完成後、消防本部の検査を受けること。 

オ その他の事項については、消防長（消防本部総務課が窓口）と協議すること。 

 

附 則 

この基準は、平成２６年４月１日から施行する。 

この基準は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


